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◆幼児の歩容を定量評価

◆単一の慣性センサ・地磁気センサモジュールを用いて、目視では確認することができない振動

や特異な動きを検出する

◆カルマンフィルタを用いてセンサモジュールの姿勢を逐次推定し，計測対象者間に共通した座

標系におけるセンサ出力（加速度、角速度、磁場）を用いて歩容を評価する

◆臨床への利用

◆ リハビリテーションにおける回復評価

◆スポーツにおける動作評価
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分野：計測・検査

センサ姿勢を基準座標系などの“計測対象者間に共通な座標系”へ変換し、各種分析手法
（周波数解析，特異値分解等）を併せて行うことにより、幼児の歩行を評価する．
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◆乳幼児の神経・筋疾患に起因する障害は診断が困難であることも多い

◆児の発達段階に応じて運動発達の遅れや歩容などから総合的に診断を行うが

歩容異常が軽度である場合には異常と判断されず疾患の発見が遅れることもある

◆単一の慣性センサ・地磁気センサモジュールを用いて幼児の歩容を定量評価

◆本技術の活用により、「見落としの可能性がある軽度の歩容異常を検出する」ことが

期待できる

◆幼児の動作・歩行データ取得の機会

◆幼児が違和感を抱くことがない計測用シューズ，スーツの開発
実用化に
向けた課題
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幼児における異常歩行の検出

神経・筋疾患に起因する障害

生後早い時期では，
身体所見から障害を疑うことが困難な場合も多い

分野：計測・検査


